


　2002年 3月 31日に旧大森第二小学校と旧大森第六小学校が閉校となり、旧大森第二小学校の校
舎を活用して、新たに大田区立開桜小学校が開校した。このときに残った旧大森第六小学校の跡地を
どのように活用するか？という大田区の呼びかけにより、地域住民が集まって施設活用協議会を発足。
提案書の募集や、住民参加のワークショップなどの討議を経て、地域住民が主体的に運営を担う、地
域コミュニティの核となる複合施設「こらぼ大森」が 2004年４月に誕生した。
　運営は、自分たちの居場所や活動拠点として活用すべく、住民たちが設立した「特定非営利活動法
人大森コラボレーション」が受託し、世代を越えたふれあいや交流拠点となっている。
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